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●
は
じ
め
に

近
年
、
中
国
と
台
湾
の
関
係
は
急
速
に
緊
密
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は

二
〇
〇
八
年
五
月
の
台
湾
に
お
け
る
政
権
交
代
に
よ
っ
て
中
国
国
民
党
が
与
党
と

な
っ
て
以
来
、
特
に
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
六
月
に
は
、
凍

結
状
態
に
あ
っ
た
海
峡
両
岸
関
係
協
会
と
海
峡
交
流
基
金
会
の
両
岸
ト
ッ
プ
会

談
が
約
一
〇
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
双
方
は
中
国
共
産
党
（
共

産
党
）
と
中
国
国
民
党
（
国
民
党
）
の
政
党
間
の
交
流
等
を
通
じ
て
関
係
改
善

を
進
め
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
七
月
二
七
日
、
中
国
共
産
党
総
書
記
の
胡
錦
涛

は
、
台
湾
に
お
い
て
改
め
て
次
期
国
民
党
主
席
（
党
首
）
に
選
出
さ
れ
た
馬
英
九

に
対
し
て
祝
電
を
送
っ
て
「
両
党
が
両
岸
関
係
の
平
和
的
発
展
を
引
き
続
き
推

進
し
て
、
政
治
的
相
互
信
頼
を
一
段
と
深
め
、
両
岸
同
胞
の
た
め
に
安
定
を
図
り
、

中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
を
切
り
開
く
こ
と
を
心
か
ら
希
望
す
る
」
と
伝
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
日
中
に
馬
英
九
は
返
電
の
な
か
で
「
引
き
続
き
両
党
に
よ
っ

て
両
岸
関
係
の
持
続
的
な
発
展
と
繁
栄
を
促
進
す
る
」
と
い
う
希
望
を
伝
え
た
。

こ
の
よ
う
な
共
産
党
と
国
民
党
の
党
首
同
士
の
電
報
の
相
互
往
来
は
、
一
九
四
九

年
の
中
国
と
台
湾
の
分
断
以
来
初
め
て
の
出
来
事
で
あ
り
、
両
岸
関
係
の
進
展

を
象
徴
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
将
来
、
政
党
交
流
の
名
目
で
馬
英
九
総
統
が
国

民
党
党
首
と
し
て
中
国
大
陸
を
訪
問
す
る
可
能
性
さ
え
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
は
、
中
国
と
台
湾
の
実
務
協
議
の
対
話
再
開
を
踏
ま
え
て
、
一
九
九
〇

年
代
初
頭
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
海
峡
両
岸
関
係
の
進
展
の
道
筋
を
概
観
す

る
と
と
も
に
、
両
岸
関
係
の
今
後
の
行
方
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
う
。

●
両
岸
ト
ッ
プ
会
談
の
歴
史
的
経
緯

中
国
と
台
湾
が
公
式
的
な
実
務
関
係
の
交
流
を
開
始
し
た
の
は
一
九
九
〇
年

代
初
頭
に
遡
る
。
一
九
九
三
年
四
月
、
中
国
と
台
湾
の
間
の
民
間
窓
口
に
よ
る

初
の
ト
ッ
プ
会
談
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
汪
道
涵
・
海
峡
両
岸
関

係
協
会
会
長
（
元
上
海
市
長
・
中
国
共
産
党
顧
問
委
員
会
委
員
）
と
辜
振
甫
・

海
峡
交
流
基
金
会
理
事
長
（
工
商
協
進
会
理
事
長
・
国
民
党
中
央
常
務
委
員
）

と
の
間
で
会
談
（
第
一
回
汪
辜
会
談
）
が
実
現
し
た
。
こ
こ
で
は
会
談
の
制
度

化
、
両
岸
の
出
入
境
の
た
め
の
公
的
査
証
事
務
処
理
、
郵
便
物
の
取
扱
い
等
の

取
り
決
め
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
た
。
海
峡
両
岸
関
係
協
会
と
海
峡
交
流
基

金
会
の
会
談
は
、
民
間
団
体
か
ら
の
参
加
と
い
う
形
式
を
取
っ
た
も
の
の
、
実

質
的
に
は
中
国
と
台
湾
の
双
方
の
政
府
当
局
関
係
者
が
送
り
込
ま
れ
、
両
者
の

実
務
関
係
を
処
理
す
る
た
め
の
交
流
の
窓
口
と
な
っ
た
。
な
お
、
ト
ッ
プ
会
談

（
汪
辜
会
談
）
と
並
行
し
て
、
副
会
長
レ
ベ
ル
（
唐
樹
備
・
海
峡
両
岸
関
係
協

会
常
務
副
会
長
と
焦
仁
和
・
海
峡
交
流
基
金
会
副
理
事
長
兼
秘
書
長
［
唐
焦
会

談
］）
や
各
事
務
レ
ベ
ル
の
協
議
等
に
よ
っ
て
実
質
的
な
実
務
関
係
の
交
渉
も

進
め
ら
れ
た
。

中
国
と
台
湾
の
関
係
を
歴
史
的
に
振
り
返
れ
ば
、
一
九
七
九
年
の
米
中
国
交

正
常
化
の
年
に
、
中
国
側
が
「
台
湾
同
胞
に
告
げ
る
書
」
①

の
な
か
で
、
中
国

統
一
の
実
現
と
、
海
峡
両
岸
の
「
三
通
」（
通
航
、
通
商
、
通
信
）
の
実
施
を

呼
び
掛
け
て
以
降
、
台
湾
側
は
蒋
経
国
政
権
下
で
「
三
不
」（
交
渉
せ
ず
、
接

触
せ
ず
、
妥
協
せ
ず
）
政
策
の
立
場
を
取
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
中
国
と
台
湾

― 
海
峡
両
岸
関
係
の
道
筋

中
国
と
台
湾
の
対
話
再
開

松
本 

は
る
香
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可
能
性
は
放
棄
し
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
五
年
四
月
に
は
台
湾
の
李
登
輝
総
統
（
当
時
）
に

よ
っ
て
、「
江
八
点
」
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
六
項
目
の
提
案
（「
李
六

点
」）
③

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
は
、「
両
岸
分
裂
の
現
実
の
も
と
に
、
中

国
統
一
を
追
求
す
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
国
の
武
力
行
使
の

放
棄
の
要
求
が
な
さ
れ
た
た
め
、
中
国
と
台
湾
双
方
の
言
い
分
は
平
行
線
上
を

辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
の
時
期
の
中
国
と
台
湾
は
公
式
的
な
窓

口
に
よ
る
両
岸
交
流
に
加
え
て
、
非
公
式
的
な
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
接
触

を
模
索
し
て
い
た
と
い
う
憶
測
も
一
部
に
流
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、

こ
の
時
期
に
中
国
と
台
湾
の
間
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
際
空
間
」
の
拡
大
を
め

ぐ
る
外
交
上
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
当

時
、
台
湾
の
首
脳
は
「
実
務
外
交
」
と
称
し
て
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
台
湾
の

活
動
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
す
外
交
攻
勢
を
仕
掛
け
て
い
た
。

一
九
九
一
年
に
は
、
台
湾
は
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
」
と
い
う
一
地
域

の
資
格
で
、
中
国
や
香
港
と
と
も
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
同
時
加
盟
を
実
現
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
台
湾
は
中
国
大
陸
へ
の
貿
易
依
存
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
近

隣
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
投
資
を
促
進
す
る
「
南
向

政
策
」
を
展
開
し
た
。
他
方
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
中
国
は
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
の
強
化
を
は
じ
め
と

し
て
、
後
に
は
Ａ
Ｒ
Ｆ
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
や
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
上
海

協
力
機
構
）
と
い
っ
た
、
地
域
の
多
国
間
協
議
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
動
き

を
見
せ
て
、
台
湾
の
「
国
際
空
間
」
か
ら
の
排
除
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
や
が

て
中
国
は
そ
れ
ら
の
国
際
協
議
の
場
で
、
参
加
メ
ン
バ
ー
を
主
権
国
家
に
極
限

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
④

。

そ
の
後
、
中
国
と
台
湾
の
交
流
の
窓
口
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
決
定
的
な

出
来
事
が
、
一
九
九
五
年
六
月
の
台
湾
の
李
登
輝
総
統
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
同
窓

会
へ
の
参
加
を
名
目
と
し
た
米
国
訪
問
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
国
側
の
強
い
反

発
を
招
き
、
両
岸
交
流
の
窓
口
を
通
じ
た
実
務
協
議
の
対
話
は
約
二
年
半
に
わ

た
っ
て
事
実
上
停
止
状
態
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
各
レ
ベ
ル

の
実
務
協
議
も
凍
結
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
台
湾
に
対
す
る
抗
議
の

の
間
に
は
公
式
的
な
外
交
ル
ー
ト
が
長
年
存
在
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
人

的
往
来
は
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
八
七
年
の
台
湾
に
お
け
る

戒
厳
令
解
除
以
降
、
台
湾
住
民
の
親
族
訪
問
目
的
の
中
国
大
陸
渡
航
に
対
す
る

限
定
的
許
可
を
皮
切
り
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
に
は
台
湾
か
ら
の
商
用
目
的
の

中
国
訪
問
も
解
禁
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
観
光
も
含
め
て
中
国
を
訪
問
す
る

台
湾
人
も
急
激
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
人
的
往
来
が
進
ん
だ
と
は

言
え
、
中
国
人
が
台
湾
へ
入
境
す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
た
。

中
国
と
台
湾
の
間
の
人
的
往
来
が
進
む
に
つ
れ
て
必
然
的
に
懸
案
も
増
加
し

た
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
四
年
三
月
に
は
浙
江
省
杭
州
市
に
お
い
て
台
湾
人
観

光
客
二
四
名
が
遊
覧
船
上
で
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
千
島
湖

事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
中
国
と
台
湾
の
間
に
は
、
台
湾
人
の
中
国
大

陸
に
お
け
る
安
全
確
保
や
合
法
的
権
益
保
護
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
両
岸
の

出
入
境
に
関
す
る
事
務
処
理
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
や
密
航
者
等
の
犯
罪
者
の
送

還
問
題
等
を
め
ぐ
る
実
務
問
題
の
早
急
な
処
理
と
い
う
様
々
な
課

題
が
浮
上
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
懸
案
事
項
が

両
岸
関
係
に
お
け
る
実
務
協
議
の
進
展
を
事
実
上
後
押
し
し
た
と

言
え
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
一
九
七
九
年
の
「
台
湾
同
胞
に
告
げ
る
書
」
の

発
表
以
来
、
中
国
側
は
、
統
一
交
渉
の
途
を
切
り
開
く
こ
と
を
望

ん
で
き
た
た
め
、
台
湾
人
の
中
国
訪
問
に
は
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
姿
勢
を
見
せ
た
。
当
時
、
両
岸
関
係
に
お
け
る
実
務
協
議
の
対

話
の
開
始
に
つ
い
て
中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
（
当
時
）
は
「
海

峡
両
岸
関
係
の
発
展
の
歴
史
的
第
一
歩
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
一
九
九
五
年
一
月
に
は
江
沢
民
政
権
の
初
の
台
湾
政
策
を
示

す
八
項
目
の
提
案
（「
江
八
点
」）
②

が
出
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で

は
、「
一
つ
の
中
国
」
の
原
則
の
重
要
性
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る

と
と
も
に
、
海
峡
両
岸
の
平
和
的
統
一
交
渉
の
実
現
に
向
け
て
、

首
脳
同
士
の
相
互
訪
問
を
行
う
等
の
提
案
も
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
平
和
的
統
一
の
実
現
に
努
め
、
中
国
人
同
士
は
戦
わ
な
い
」
と

い
う
立
場
で
は
あ
る
が
、「
台
湾
独
立
」
に
対
す
る
武
力
行
使
の

南京で行われた第３回陳江会談で握手する陳雲林・海峡両
岸関係協会会長（右）と江丙坤・海峡交流基金会理事長（左）

（2009年4月26日）� （写真提供：ロイター／アフロ）
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の
拡
大
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
両
岸
関
係
の
当
事
者
同
士
の
交
渉
に
よ
る
で

き
る
だ
け
早
い
平
和
的
な
解
決
を
求
め
る
」
と
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
両
岸
対

話
の
再
開
へ
向
け
て
米
国
政
府
の
支
持
を
取
り
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
米

中
関
係
の
改
善
を
糸
口
と
し
た
両
岸
関
係
の
促
進
と
い
う
外
交
的
布
石
を
中
国

が
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
湾
側
は
そ
れ
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
事
実

上
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
国
が
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
に
着
手
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
一
九
九
七

年
一
一
月
、
汪
道
涵
は
注
目
す
べ
き
発
言
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「（
汪
辜
）

会
談
の
実
現
を
非
常
に
希
望
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
ど
の
よ
う
な
方
式
で
、

何
を
話
し
合
う
か
だ
。
第
一
回
会
談
で
好
ま
し
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
が
、
李

登
輝
訪
米
で
状
況
が
悪
化
し
て
両
岸
関
係
は
冷
却
化
し
た
。『
一
つ
の
中
国
』

の
前
提
の
下
に
、
ま
ず
敵
対
状
態
を
解
消
し
た
後
に
両
岸
の
直
接
三
通
を
開
始

す
る
の
が
人
民
の
利
益
と
希
望
に
か
な
っ
て
い
る
…
（
中
略
）
…
か
つ
て
鄧
小

平
同
士
は
『
一
つ
の
中
国
』
の
原
則
の
も
と
で
何
を
話
し
て
も
よ
い
、
と
語
っ

た
が
、
こ
の
な
か
に
は
国
名
、
国
旗
問
題
も
含
ま
れ
る
。『
一
つ
の
中
国
』
と

は
中
華
人
民
共
和
国
で
も
な
け
れ
ば
、
中
華
民
国
で
も
な
い
。
両
岸
の
同
胞
が

共
に
統
一
を
成
し
遂
げ
た
中
国
で
あ
る
」⑧
と
述
べ
た
。こ
れ
は
、い
わ
ゆ
る「
一

個
中
国
、
各
自
表
述
」（「
一
中
各
表
」）
の
内
容
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
に
海
峡
両
岸
関
係
協
会
と
海
峡

交
流
基
金
会
が
、
翌
年
四
月
の
両
岸
ト
ッ
プ
汪
辜
会
談
の
開
催
に
向
け
て
、
香

港
に
お
い
て
事
務
協
議
を
行
っ
た
際
、
台
湾
側
か
ら
、
両
岸
対
話
に
臨
む
に
あ

た
っ
て
「『
一
つ
の
中
国
』
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
中
国
と
台
湾
そ
れ
ぞ
れ
に

不
同
な
点
が
あ
る
こ
と
を
互
い
に
認
知
す
べ
き
で
あ
る
」（「
一
個
中
国
、
各
自

表
述
」）
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
⑨

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一
月
に
中
国
側

か
ら
の
回
答
と
し
て
「
海
峡
両
岸
の
事
務
的
な
協
議
に
お
い
て
は
、『
一
つ
の

中
国
』
の
政
治
的
意
味
や
定
義
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま
な
い
」
と
い
う
約
束
が

交
わ
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
⑩

。
こ
れ
は
「
九
二
共
通
認
識
」
と
も
呼
ば
れ
、

中
国
と
台
湾
の
実
務
協
議
の
対
話
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
汪
道
涵
は
両
岸
対

話
の
再
開
の
「
呼
び
水
」
と
し
て
、
改
め
て
「
一
中
各
表
」
を
提
起
し
た
と
も

言
え
よ
う
。

一
九
九
七
年
一
一
月
、
中
国
側
は
焦
仁
和
・
海
峡
交
流
基
金
会
秘
書
長
に
対

表
明
と
し
て
、
李
登
輝
訪
米
後
か
ら
翌
年
三
月
の
台
湾
総
統
選
挙
の
時
期
に
至

る
ま
で
、
中
国
が
台
湾
近
海
の
公
海
上
に
お
い
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
・
実
弾
演
習

を
断
続
的
に
実
施
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
近
海
に
空
母
二

隻
を
派
遣
し
て
中
国
側
の
動
き
を
牽
制
し
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る

緊
張
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
側
の
威
圧
的
な
行
動
は
、
却
っ
て
李
登
輝

の
総
統
選
挙
に
お
け
る
圧
勝
と
い
う
結
果
を
後
押
し
し
た
の
み
な
ら
ず
、
台
湾

の
民
主
的
な
選
挙
に
対
し
て
、
中
国
が
不
当
な
軍
事
的
圧
力
を
掛
け
た
と
い
う

印
象
を
国
際
社
会
に
強
く
残
す
結
果
と
な
っ
た
。
李
登
輝
訪
米
後
、
中
国
側
は

両
岸
交
流
の
対
話
の
窓
口
の
停
止
の
責
任
は
台
湾
側
に
あ
る
と
し
て
批
判
を
続

け
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
岸
交
流
の
実
務
協
議
の
対
話
の
道
筋
は
一
時
的
に
閉
ざ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
海
運
に
お
け
る
「
通
航
」
の
試
験
的
な
解
禁

等
の
特
定
分
野
の
両
岸
往
来
は
続
い
た
⑤

。
だ
が
、
両
岸
交
流
の
対
話
の
窓
口

が
本
格
的
に
再
開
す
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

そ
の
後
の
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
七
年
二
月
に
鄧
小
平
が
死
去
す
る
と

と
も
に
、
同
年
七
月
に
は
香
港
返
還
を
無
事
達
成
し
た
。
新
し
い
中
国
の
指
導

者
と
し
て
江
沢
民
が
全
権
を
掌
握
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
中
国
の
次
な
る
政
治

的
課
題
と
し
て
、
台
湾
の
統
一
問
題
が
重
要
な
も
の
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
先
の
台
湾
の
総
統
選
挙
に
お
け
る
中
国
の
威
圧
的
な
行
動
が
却
っ

て
国
際
社
会
の
支
持
を
失
う
と
い
う
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か

ら
、
台
湾
を
め
ぐ
る
統
一
問
題
に
着
手
す
る
た
め
に
は
国
際
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
中
国
は
米
中
関
係
の
改
善
に
着
手
し
た
⑥

。
一
九
九
七

年
一
〇
月
に
は
江
沢
民
国
家
主
席
が
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
翌
年

六
月
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
（
当
時
）
が
中
国
を
訪
問
し
た
。
米
中
首
脳
の

相
互
訪
問
を
通
じ
て
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
「
三
つ
の
ノ
ー
政
策
」、

す
な
わ
ち
、
①
「
二
つ
の
中
国
」
や
「
一
つ
の
中
国
、
一
つ
の
台
湾
」
を
支
持

し
な
い
、
②
台
湾
独
立
を
支
持
し
な
い
、
③
主
権
国
家
が
参
加
す
る
国
際
機
関

へ
の
台
湾
加
入
を
支
持
し
な
い
、
と
い
う
公
式
的
な
支
持
表
明
を
引
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
た
⑦

。
さ
ら
に
、
米
国
首
脳
訪
中
時
の
米
中
共
同
記
者
会
見
に
お

い
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
「
両
岸
の
建
設
的
な
対
話
の
再
開
と
両
岸
交
流



中国と台湾の対話再開 ―海峡両岸関係の道筋

39 ―アジ研ワールド・トレンド No.173（2010. 2）

し
て
中
国
訪
問
を
招
請
す
る
内
容
の
書
簡
を
送
っ
た
。
だ
が
、
台
湾
側
が
辜
振

甫
・
海
峡
交
流
基
金
会
理
事
長
の
訪
中
を
希
望
す
る
と
い
う
逆
提
案
を
行
っ
た

た
め
、
実
現
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
中
国
側
は
積
極
的

に
台
湾
側
に
対
し
て
訪
中
の
招
請
を
続
け
た
。
や
が
て
、
翌
年
二
月
に
は
、
中

国
側
が
今
度
は
辜
振
甫
・
海
峡
交
流
基
金
会
理
事
長
に
対
し
て
中
国
訪
問
を
招

請
す
る
書
簡
を
改
め
て
送
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
岸
ト
ッ
プ
会
談
が
再
始
動
す
る

気
運
が
一
気
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
八
年
一
〇

月
一
五
日
、
上
海
に
お
い
て
第
二
回
汪
辜
会
談
が
五
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

当
初
、
辜
振
甫
理
事
長
の
中
国
訪
問
は
非
公
式
訪
問
、
参
観
目
的
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
汪
辜
会
談
に
加
え
て
、
北
京
に
お
い
て
は

釣
魚
台
迎
賓
館
で
江
沢
民
・
中
国
共
産
党
総
書
記
や
、
統
一
問
題
担
当
の
銭
其

琛
副
総
理
（
当
時
）
と
の
間
で
会
談
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
は

政
治
色
な
色
彩
を
強
く
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
側
が
「
一
つ
の
中
国
」

の
原
則
に
基
づ
い
て
、
統
一
交
渉
を
含
め
た
政
治
協
議
に
踏
み
切
る
こ
と
を
強

く
求
め
た
の
に
対
し
て
、
台
湾
側
は
あ
く
ま
で
も
現
状
維
持
を
優
先
さ
せ
る
と

と
も
に
、
実
務
協
議
の
本
格
的
な
再
開
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
た
め
、
双
方
の
温

度
差
が
強
く
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
特
に
、
銭
其
琛
と
の
会
談
で
は
、
当
初
の

予
想
以
上
に
政
治
的
色
彩
が
強
く
な
っ
た
中
国
訪
問
に
対
し
て
、
辜
振
甫
が
言

わ
ば
「
巻
き
返
し
」
を
図
る
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
て
か
、
再
三
に
わ
た
っ

て
「
中
華
民
国
の
主
権
」
を
強
調
し
た
た
め
、
会
談
は
完
全
に
平
行
線
を
辿
る

結
果
と
な
っ
た
。

中
国
と
台
湾
の
間
で
は
第
三
回
汪
辜
会
談
に
お
い
て
、
汪
道
涵
が
翌
春
に
台

湾
を
訪
問
す
る
と
い
う
約
束
が
交
わ
さ
れ
た
。
だ
が
、
間
も
な
く
中
国
側
は
次

回
の
汪
辜
会
談
の
位
置
づ
け
を
政
治
協
議
の
場
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
そ
の

主
張
を
ひ
る
が
え
し
た
。
一
九
九
八
年
一
二
月
、
唐
樹
備
・
海
峡
両
岸
関
係
協

会
常
務
副
会
長
が
記
者
会
見
上
、
両
岸
対
話
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上

で
、「
中
国
と
台
湾
の
間
の
政
治
協
議
、
或
い
は
そ
の
準
備
協
議
に
進
展
が
あ

る
ま
で
、
汪
道
涵
会
長
は
台
湾
を
訪
問
し
な
い
。
現
時
点
で
重
要
な
こ
と
は
、

政
治
、
経
済
協
議
に
向
け
た
準
備
を
行
う
こ
と
で
あ
る
」
⑪

と
強
調
し
た
の
で

あ
る
。
前
述
の
通
り
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
両
岸
対
話
の
再
開
を
め

ぐ
る
支
持
を
既
に
取
り
付
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
岸
対
話
の
促
進
は
も
は
や

必
然
的
状
況
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
機
を
捉
え
て
、
さ
ら
に
政
治
協
議
へ

の
格
上
げ
を
迫
る
と
い
う
攻
勢
を
掛
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
現
状
維
持
を

望
む
台
湾
は
い
よ
い
よ
袋
小
路
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
台
湾
側
か
ら
は
、
翌
一
九
九
九
年
七
月
に
李
登
輝
総
統
に
よ
っ
て
、

中
国
と
台
湾
の
関
係
は
「
国
家
と
国
家
の
関
係
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
特
殊
な

国
と
国
と
の
関
係
だ
」
⑫

と
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
二
国
論
」
が
提
起
さ
れ
た
。「
一

つ
の
中
国
」
と
い
う
大
原
則
を
突
き
崩
し
か
ね
な
い
「
二
国
論
」
に
対
し
て
、

《	1993年	 4月	 第１回汪辜会談（於：シンガポール）》
《	1994年	 2月	 第１回唐焦会談（於：北京）》
	 1994年	 3月	 中国において千島湖事件が発生、台湾人観光客多数殺害
《	1994年	 8月	 第２回唐焦会談（於：台北）》
	 1995年	 1月	 江沢民が「江八点」を提案
《	1995年	 1月	 第３回唐焦会談（於：北京）》
	 1995年	 4月	 李登輝が「李六点」を提案
《	1995年	 5月	 第４回唐焦会談（於：台北）》
	 1995年	 6月	 李登輝が米国コーネル大学訪問　→※両岸実務協議凍結
	 1995年	 7月	 中国が東シナ海公海上でミサイル発射訓練を実施（～8月）
	 1996年	 3月	 台湾において初の直接民選総統選挙で国民党の李登輝が当選
	 	 	 中国が台湾近海でミサイル発射訓練、人民解放軍が海・空軍軍事演習を実施
	 1997年	 2月	 中国の指導者鄧小平が死去
	 1997年	 7月	 香港返還
	 1997年	10月	 江沢民が訪米、クリントン米国大統領と会談
	 1998年	 3月	 ナイ元国防次官補が「三つのノー政策」を『ワシントン・ポスト』に寄稿
	 1998年	 6月	 クリントン大統領が中国を訪問、江沢民と会談、「三つのノー政策」を発表
《	1998年	10月	 第２回汪辜会談 （於：上海）》、辜振甫が江沢民、銭其琛と北京で会談
	 1999年	 7月	 李登輝総統が「二国論」を提起　→※両岸実務協議再凍結
	 2000年	 3月	 台湾における総統選挙で民進党の陳水扁が当選
	 2001年	 1月	 陳水扁政権が「小三通」を開始
	 2002年	 8月	 陳水扁総統が「一辺一国」を提起
	 2003年	 1月	 春節直行チャーター便が中国と台湾の間で初就航
	 2004年	 3月	 台湾における総統選挙で民進党の陳水扁が僅差で再当選
	 2005年	 3月	 中国が「反国家分裂法」を制定 
	 2005年	 1月	 辜振甫（海峡両岸関係協会会長）死去
	 2005年	12月	 汪道涵（海峡交流基金会理事長）死去

（出所）年表：筆者作成。

関連年表Ⅰ　両岸実務協議をめぐる主な出来事� ＊《 》の囲みは実務協議を指す
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化
に
と
も
な
い
、
両
岸
交
流
の
進
展
も
減
速
し
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
二
〇
〇
五

年
一
月
に
は
辜
振
甫
が
、
一
二
月
に
は
汪
道
涵
が
相
次
い
で
こ
の
世
を
去
っ
た

こ
と
か
ら
、
汪
辜
会
談
を
一
つ
の
軸
と
し
て
展
開
し
て
き
た
海
峡
両
岸
関
係
の

一
つ
の
時
代
が
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
中
国
と
台
湾
の
実
務
協
議
は
事
実
上

凍
結
状
態
が
続
き
、
両
岸
交
流
の
接
点
は
、
空
運
や
海
運
分
野
の
業
界
団
体
や
、

二
〇
〇
五
年
頃
よ
り
急
速
に
急
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
共
産
党
と
国
民
党
の
政
党

ル
ー
ト
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

●
新
た
な
両
岸
ト
ッ
プ
会
談
の
展
開

中
国
と
台
湾
の
間
の
次
の
世
代
に
お
け
る
新
た
な
ト
ッ
プ
会
談
は
、
中
国
で

は
江
沢
民
か
ら
胡
錦
涛
へ
と
指
導
者
が
交
代
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
で
は
民
進

党
か
ら
国
民
党
へ
と
政
権
交
代
が
行
わ
れ
た
後
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
新
た
な
ト
ッ
プ
会
談
の
実
現
に
向
け
た
布
石
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
以

降
の
中
国
と
台
湾
の
交
流
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
時
期
に
、
共
産
党
と
国
民
党

の
間
で
は
政
党
の
交
流
を
通
じ
て
接
触
が
既
に
始
め
ら
れ
て
い
た
。
国
民
党
は

二
〇
〇
四
年
三
月
の
総
統
選
挙
に
お
い
て
政
権
与
党
の
座
の
奪
還
を
再
び
逃
し

た
も
の
の
、
連
戦
・
国
民
党
主
席
（
当
時
）
の
訪
中
の
実
現
に
向
け
た
準
備
の

た
め
に
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
江
丙
坤
・
国
民
党
副
主
席
（
当
時
）
を
団
長

と
す
る
国
民
党
の
代
表
団
が
中
国
の
公
式
訪
問
を
行
っ
て
、
陳
雲
林
・
国
務
院

台
湾
事
務
弁
公
室
主
任
（
当
時
）
と
事
前
協
議
を
行
っ
た
。
や
が
て
二
〇
〇
五

年
四
月
に
は
連
戦
の
「
平
和
の
旅
」
と
称
す
る
中
国
訪
問
が
実
現
し
て
、
北
京

に
お
い
て
は
胡
錦
涛
総
書
記
と
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
後
の
共
産
党
と
国

民
党
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
よ
れ
ば
、
①
「
九
二
共
通
認
識
」
に
基
づ
き
、
中

断
し
て
い
る
対
話
再
開
を
促
進
す
る
こ
と
、
②
敵
対
状
態
を
終
結
し
て
、
平
和

協
定
の
締
結
の
促
進
と
、
軍
事
相
互
信
頼
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
す
る
こ
と
、
③

「
三
通
」
実
現
等
の
経
済
交
流
の
強
化
、
④
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
参
加

等
の
台
湾
の
国
際
活
動
に
関
す
る
協
議
を
促
進
す
る
こ
と
、
⑤
国
共
両
党
間
の

定
期
交
流
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
、
の
五
項
目
に
お
い
て
合
意
が
な
さ

れ
た
。

特
に
、
台
湾
に
お
け
る
連
戦
の
訪
中
の
意
味
合
い
に
関
し
て
言
え
ば
、
総
統

選
挙
に
お
い
て
僅
差
で
敗
れ
た
国
民
党
が
、
民
進
党
政
権
下
で
両
岸
関
係
が
冷

中
国
側
か
ら
は
「
国
家
分
裂
を
試
み
る
李
登
輝
は
歴
史
の
罪
人
で
あ
る
」
と
い
っ

た
強
い
反
駁
が
直
ぐ
さ
ま
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
岸
関
係
は
急
速
に
冷

却
化
し
て
、
汪
辜
会
談
は
再
び
中
止
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
李
登
輝
政
権
が
下
し
た
一
つ
の
決
断
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
中
国
と
の

政
治
協
議
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
、
台
湾
側
の
回
答
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

や
が
て
、二
〇
〇
〇
年
五
月
に
台
湾
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
民
主
進
歩
党（
民

進
党
）
の
陳
水
扁
政
権
が
誕
生
し
た
が
、
両
岸
交
流
は
限
定
的
に
推
移
し
た
。

だ
が
、
二
〇
〇
二
年
八
月
に
陳
水
扁
が
提
起
し
た
「
中
国
と
台
湾
は
『
一
辺
一

国
』（
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
国
）
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

独
立
志
向
の
強
い
民
進
党
政
権
下
に
お
い
て
は
、
中
国
と
台
湾
の
間
の
距
離
は

容
易
に
縮
ま
る
こ
と
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
陳
水
扁
は
新
憲
法
制
定
や
国
号
改

称
の
可
能
性
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
家
統
一
委
員
会
や
国
家
統
一
綱
領
の
廃
止

等
、
自
ら
の
主
権
を
強
く
打
ち
出
す
方
針
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
た
め
、
両
岸

対
話
の
再
開
は
さ
ら
に
遠
の
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

二
〇
〇
五
年
三
月
、
中
国
は
台
湾
の
独
立
に
「
非
平
和
的
手
段
」
を
採
る
こ
と

を
合
法
化
す
る
と
い
う
内
容
を
含
む
、「
反
国
家
分
裂
法
」
を
制
定
し
て
台
湾

を
強
く
牽
制
し
た
こ
と
か
ら
、
両
岸
関
係
は
冷
却
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
政
権
発
足
当
初
の
陳
水
扁
政
権
は
中
国
と
の
関
係
改
善
や

経
済
交
流
に
着
手
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
一
月
に
は

金
門
島
、
馬
祖
島
地
区
と
中
国
福
建
省
と
の
間
で
「
小
三
通
」
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
初
は
台
湾
の
同
地
区
に
半
年
以
上
居
住
し
て
い
る
住
民
に
限
定
さ

れ
る
等
、
極
め
て
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
一
月

に
は
春
節
（
旧
正
月
）
に
お
け
る
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
初
運
航
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
を
皮
切
り
に
し
て
、
徐
々
に
直
行
便
の
便
数
が
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
⑬

。

な
お
、「
小
三
通
」
の
実
施
や
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
は
、
中
国
側
か
ら

の
要
請
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
輸
送
コ
ス
ト
削
減
を
望
む
台
湾
の
経
済
界

を
は
じ
め
と
し
て
、
野
党
国
民
党
等
か
ら
の
要
求
の
声
を
反
映
し
て
実
現
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
国
と
台
湾
の
対
話
が
開
始
し
た
ば
か
り
の

一
九
九
〇
年
代
初
頭
と
は
状
況
が
大
き
く
異
な
り
、
い
ま
や
市
場
と
し
て
急
成

長
を
続
け
る
中
国
大
陸
と
の
経
済
的
交
流
を
求
め
る
声
は
台
湾
に
お
い
て
確
実

に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
前
述
の
よ
う
な
両
岸
関
係
の
冷
却
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休
戦
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
⑭

と
表
明
し
た
。
馬
英
九
は
総
統
就
任
演
説

の
な
か
で
選
挙
戦
中
に
掲
げ
て
き
た
、い
わ
ゆ
る
「
新
三
不
政
策
」（
統
一
せ
ず
、

独
立
せ
ず
、
戦
争
せ
ず
）
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
在
任
中
は
両
岸
関
係
の
現
状

維
持
を
は
か
る
こ
と
を
改
め
て
明
言
し
た
。
さ
ら
に
、「
九
二
共
通
認
識
」
に

基
づ
い
て
両
岸
の
対
話
再
開
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
平
和
協
定
の
締
結
と

和
解
休
戦
を
目
指
す
こ
と
を
示
し
た
。

馬
英
九
の
正
式
な
総
統
就
任
を
前
に
し
て
、
四
月
一
二
日
に
は
蕭
萬
長
・
両

岸
共
同
市
場
協
会
理
事
長
・
次
期
副
総
統
）
が
、
四
月
三
〇
日
に
は
連
戦
・
国

民
党
名
誉
主
席
が
相
次
い
で
中
国
を
訪
問
し
て
胡
錦
涛
と
会
談
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
総
統
就
任
後
の
五
月
二
六
日
に
は
呉
伯
雄
・
国
民
党
主
席
（
当
時
）
が

中
国
を
訪
問
し
た
。
同
月
二
八
日
に
北
京
の
人
民
大
会
堂
に
お
い
て
共
産
党
と

国
民
党
の
現
党
首
と
い
う
立
場
で
会
談
を
行
っ
た
胡
錦
涛
と
呉
伯
雄
は
、「
九
二

共
通
認
識
」
に
基
づ
い
て
、
凍
結
状
態
に
あ
っ
た
海
峡
両
岸
関
係
協
会
と
海
峡

交
流
基
金
会
の
協
議
を
早
期
に
再
開
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

五
月
二
〇
日
の
台
湾
に
お
け
る
馬
英
九
総
統
就
任
を
境
に
し
て
、
両
岸
関
係

の
人
事
改
編
も
加
速
し
た
。
同
月
二
六
日
に
は
江
丙
坤
・
国
民
党
副
主
席
が
海

峡
交
流
基
金
会
理
事
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
六
月
三
日
に
は
、
海
峡
両
岸

関
係
協
会
の
理
事
会
に
お
い
て
、
国
務
院
台
湾
事
務
弁
公
室
主
任
の
陳
雲
林
が

新
し
い
会
長
に
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
の
後
任
と
し
て
、外
交
部
党
委
書
記・

元
駐
日
大
使
の
王
毅
が
就
任
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

や
が
て
六
月
一
二
日
に
は
、
北
京
に
お
い
て
新
た
な
中
台
ト
ッ
プ
会
談
が
陳

雲
林
・
海
峡
両
岸
関
係
協
会
会
長
（
前
国
務
院
台
湾
事
務
弁
公
室
主
任
）
と
江

丙
坤
・
海
峡
交
流
基
金
会
理
事
長
（
元
国
民
党
副
主
席
）
の
新
体
制
の
も
と
で

開
催
さ
れ
た
（
陳
江
会
談
）。
今
日
に
至
る
ま
で
に
陳
江
会
談
は
、
二
〇
〇
八
年

六
月
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
二
〇
〇
九
年
四
月
の
合
計
三
回
実
施
さ
れ
て
き

た
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
現
在
）。
二
〇
〇
九
年
の
一
二
月
下
旬
に
は
台

中
に
お
い
て
第
四
回
目
の
会
談
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
各
会
談
に
お
け

る
主
な
合
意
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
第
一
回
陳
江
会
談
（
二
〇
〇
八
年
六
月
・
北
京
）
―
―
①
中
台
直
行
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
週
末
運
行
開
始
、
②
中
国
人
観
光
客
の
台
湾
訪
問
解
禁
（
一
日

却
化
す
る
な
か
で
、
新
し
い
対
中
国
路
線
を
打
ち
出
し
て
巻
き
返
し
を
図
ろ
う

と
す
る
と
い
っ
た
党
内
事
情
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
必
ず
し
も
台
湾
に
お
け
る
総
意
や
戦
略
も
な
い
ま
ま
に
、
中
国
の
懐
に

飛
び
込
ん
で
い
く
連
戦
の
姿
は
、
李
登
輝
総
統
が
か
つ
て
掲
げ
た
、
中
国
と
の

交
流
は
「
戒
急
用
忍
」（
急
が
ず
忍
耐
強
く
）
の
姿
勢
と
は
大
き
く
異
な
り
、
さ

ら
な
が
ら
中
国
に
併
呑
さ
れ
て
い
く
無
防
備
な
台
湾
と
い
っ
た
危
う
い
将
来
像

と
も
重
な
り
合
っ
た
。
し
か
し
、
同
合
意
の
内
容
そ
の
も
の
は
、
事
実
上
そ
の
後

の
両
岸
関
係
の
推
移
を
方
向
づ
け
る
一
つ
の
重
要
な
指
標
と
な
っ
た
。
連
戦
の
訪

中
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
、
中
国
と
台
湾
の
間
に
両
岸
経
済
貿
易
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
二
〇
〇
六
年
四
月
（
第
一
回
・
北
京
）、
一
〇
月
（
第
二
回
・
博
鰲
［
ボ

ア
オ
］）、
二
〇
〇
七
年
四
月
（
第
三
回・北
京
）、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
（
第
四
回・

上
海
）、
さ
ら
に
は
、
国
民
党
が
政
権
を
奪
還
し
た
後
の
二
〇
〇
九
年
七
月
（
第

五
回
・
長
沙
）
に
も
開
催
さ
れ
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
数
多
く
の
経
済
人
や
有

識
者
等
が
集
め
ら
れ
、
中
国
と
台
湾
の
接
近
の
喧
伝
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

両
岸
経
済
交
流
の
拡
大
に
向
け
た
協
議
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
国
民
党
政
権
掌

握
後
は
、
ト
ッ
プ
会
談
が
事
実
上
政
府
間
協
議
と
し
て
実
施
さ
れ
、
か
つ
政
党

間
等
で
も
直
接
的
な
交
流
の
機
会
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
台
湾
に

お
い
て
は「
フ
ァ
ー
ス
ト・ト
ラ
ッ
ク
」の
多
元
化
が
見
ら
れ
る
な
か
で
、同
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
「
セ
カ
ン
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
五
月
に
台
湾
に
お
い
て
馬
英
九
が
台
湾
総
統
に
就
任
し
た
後
、

中
国
と
台
湾
の
交
流
は
一
気
に
加
速
し
た
。
同
年
五
月
二
〇
日
の
台
湾
に
お
け

る
第
一
二
代
総
統
就
任
演
説
に
お
い
て
、
馬
英
九
新
総
統
は
両
岸
関
係
に
関
し

て
「『
統
一
せ
ず
、
独
立
せ
ず
、
武
力
行
使
を
許
さ
ず
』
の
理
念
に
立
ち
台
湾

海
峡
の
現
状
を
維
持
し
ま
す
。
一
九
九
二
年
に
両
岸
は
『
一
個
中
国
、
各
自
表

述
』
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
「
九
二
共
通
認
識
」
の
基
礎
の

上
に
、一
刻
も
早
く
協
議
を
再
開
す
る
よ
う
に
改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。
…（
中

略
）
…
こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
大
陸
と
台
湾
の
国
際
空
間
や
両
岸
の
平
和
協
定

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
な
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
台
湾
は
安
全
、
繁

栄
だ
け
で
は
な
く
、
尊
厳
を
求
め
て
い
ま
す
。
大
陸
が
国
際
社
会
に
お
い
て
台

湾
に
対
す
る
圧
力
を
や
め
て
こ
そ
、
初
め
て
両
岸
関
係
が
安
定
し
て
前
向
き
に

発
展
で
き
る
の
で
す
…
（
中
略
）
…
両
岸
は
海
峡
と
国
際
社
会
に
お
い
て
和
解
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一
一
港
、
中
国
の
六
三
港
が
開
放
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
国
と
台
湾
の
交
流
拡
大
に
よ
っ
て
、
中
国
は
「
国
際
空
間
」
に
お

け
る
台
湾
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
未
だ
限
定
的
と
は
言
う
も
の
の
柔
軟
な
姿
勢

を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
三
年
の
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の

流
行
を
契
機
し
て
、
台
湾
は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
年
次
総
会
（
Ｗ
Ｈ

Ａ
）
参
加
を
強
く
求
め
て
き
た
が
、
再
三
に
わ
た
っ
て
中
国
の
反
対
に
よ
っ
て

退
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
近
年
の
両
岸
関
係
の
進
展
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
九

年
四
月
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
初
め
て
台
湾
に
年
次
総
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を

招
請
し
た
⑮

。
勿
論
こ
の
決
定
を
中
国
側
は
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
目
下
の
と
こ
ろ
中
国
と
台
湾
は
両
者
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

構
想
に
関
わ
る
、
関
税
引
き
下
げ
を
軸
と
し
た
両
岸
経
済
協
力
枠
組
協
議
（
Ｅ

Ｃ
Ｆ
Ａ
）
の
実
現
に
向
け
て
の
討
議
を
模
索
中
で
あ
る
。
今
後
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
の

締
結
も
視
野
に
入
れ
て
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
は
中
国
の
対
台
湾
直
接
投
資
を

限
定
的
に
解
禁
し
た
。
同
年
一
一
月
半
ば
に
は
、
金
融
分
野
の
相
互
参
入
に
向

け
た
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
の
調
印
も
実
現
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
の
推
進
を
め
ぐ
る
背

景
に
は
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
経
済
統
合
が
進
み
つ
つ

あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
情
勢
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
一
〇

年
一
月
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
６
カ
国
と
中
国
と
の
間
の
関
税
の
原
則
撤
廃
が
決
定

し
て
お
り
、
中
国
と
台
湾
の
間
の
貿
易
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
影
響
の
懸
念
か
ら
、

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
よ
っ
て
両
岸
貿
易
の
関
税
引
き
下
げ
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
第
三
回
陳
江
会
談
後
、
次
回
の
予
定
議
題
の
な
か
に
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会

議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
談
に
お
い
て
は
、
胡
錦
涛
と
連
戦
の
間
で
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ

の
締
結
に
向
け
て
年
内
に
正
式
交
渉
に
入
る
こ
と
で
一
応
の
と
こ
ろ
一
致
し
た
。

だ
が
、
交
渉
の
進
展
の
可
能
性
は
依
然
不
透
明
で
あ
る
。

●
む
す
び
に

近
年
、
中
国
と
台
湾
の
実
務
協
議
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
両
岸
の
経
済
交
流
の
拡
大
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

二
〇
〇
九
年
五
月
一
四
日
、
中
国
国
務
院
は
台
湾
に
面
し
た
福
建
省
に
「
台
湾

海
峡
西
岸
経
済
区
」
と
い
う
新
し
い
経
済
特
区
を
建
設
し
て
、
両
岸
の
経
済
交

三
〇
〇
〇
人
枠
）
等
。

◎
第
二
回
陳
江
会
談（
二
〇
〇
八
年
一
一
月・台
北
）―
―
①
中
台
直
行
チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
全
日
運
行
に
拡
大
。
海
運
の
拡
大
、
②
直
接
の
郵
便
の
往
来
開
始
、

③
食
の
安
全
問
題
等
。

◎
第
三
回
陳
江
会
談
（
二
〇
〇
九
年
四
月
・
南
京
）
―
―
①
中
台
直
行
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
定
期
便
化
と
大
幅
増
便
、
②
犯
罪
捜
査
・
司
法
協
力
等
、
③
金
融

分
野
（
主
と
し
て
銀
行
、証
券
、保
険
等
）
の
相
互
参
入
に
向
け
た
覚
書
（
Ｍ

Ｏ
Ｕ
）
の
締
結
等
の
準
備
、
④

中
国
の
対
台
湾
直
接
投
資
に
向

け
た
準
備
等
。

中
国
と
台
湾
の
交
流
が
加
速

す
る
な
か
で
、
従
来
の
「
小
三

通
」
か
ら
、
第
二
回
陳
江
会
談

後
の
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
は

本
格
的
な
「
三
通
」
が
開
始
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
特
に
空
運
、

海
運
の
分
野
に
お
け
る
飛
躍
的

な
両
岸
交
流
の
拡
大
が
見
ら
れ

た
。
空
運
に
関
し
て
は
、
第
一

回
会
談
に
よ
っ
て
、
中
台
直
行

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
週
各
一
八
便
、

双
方
合
計
三
六
便
の
週
末
運
航

が
決
定
さ
れ
て
、
や
が
て
は
第

二
回
会
談
を
経
て
、
週
一
〇
八

便
の
全
日
運
航
へ
と
拡
大
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
第
三
回
会
談
後

に
よ
っ
て
、
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー

便
の
定
期
便
化
と
週
二
七
〇
便

へ
の
大
幅
増
便
が
決
定
さ
れ
た
。

海
運
に
関
し
て
は
、
台
湾
の

2008年	 3月22日	 台湾における総統選挙で国民党の馬英九が当選
2008年	4月12日	 次期副総統蕭萬長が訪中、博鰲アジアフォーラムに参加、胡錦涛と会談
2008年	4月30日	 国民党名誉主席の連戦が訪中、胡錦涛と会談
2008年	5月20日	 馬英九総統就任、新政権発足
2008年	5月28日	 国民党主席の呉伯雄が訪中、胡錦涛総書記と会談
2008年	6月12日	 両岸窓口機関の新トップによる第1回陳江会談が北京で10年ぶりに開催
2008年	7月 4日	 中台直行チャーター便の週末運行開始
2008年	10月21日	 海峡両岸関係協会副会長の張銘清が台南訪問中に暴行被害
2008年	11月 4日	 第２回陳江会談が台北で開催、市内で抗議運動発生
2008年	11月17日	 APECにおいて胡錦涛と連戦が会談
2008年	12月15日	 中国と台湾の三通（通信、通商、通航の直接交流）が実現
2008年	12月23日	 中国から台湾へ寄贈されたパンダが到着
2008年	12月31日	「台湾同胞に告げる書」発表30周年記念座談会で胡錦涛が「胡六点」を提案
2009年	3月 5日	 第11期全人代第２回会議政治活動報告で温家宝が両岸の平和協定締結に言及
2009年	4月26日	 第３回陳江会談が南京で開催
2009年	4月28日	 WHOが年次総会へ台湾を「中華台北」としてオブザーバー参加を招請
2009年	5月14日	 中国国務院が「台湾海峡西岸経済区」の建設を提案
2009年	5月26日	 国民党呉伯雄主席が訪中、胡錦涛国家主席と会談
2009年	7月27日	 馬英九が国民党主席に選出、胡錦涛が祝電
2009年	10月07日	 台湾の故宮博物院で中国と台湾の合同展覧会開催
2009年	11月14日	 APECにおいて胡錦涛と連戦が会談

（出所）年表：筆者作成。

関連年表Ⅱ　馬英九総統当選後の両岸関係
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流
・
協
力
の
先
行
実
験
区
域
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
同
地
区
は
台
湾
の
対
岸
に
位
置
し
て
、
北
に
長
江
デ
ル
タ
、
南

に
珠
江
デ
ル
タ
が
連
な
る
中
国
沿
岸
経
済
ベ
ル
ト
の
重
要
な
一
部
を
成
す
こ
と

に
な
る
と
い
う
構
想
を
中
国
側
は
描
い
て
い
る
⑯

。

両
岸
対
話
の
現
状
は
目
下
の
と
こ
ろ
「
先
談
経
済
、
後
談
政
治
」（
ま
ず
は
経

済
問
題
を
先
に
討
議
し
て
、
政
治
問
題
の
討
議
は
後
回
し
に
す
る
）
で
あ
る
⑰

。

だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
台
湾
側
が
望
む
対
話
の
在
り
方
で
あ
っ
て
、
経
済

問
題
の
後
に
、
政
治
問
題
に
必
ず
や
踏
み
込
む
こ
と
が
中
国
側
の
真
意
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
一
二
月
三
一
日
、
胡
錦
涛
が
「
台
湾
同

胞
に
告
げ
る
書
」発
表
三
〇
周
年
記
念
座
談
会
に
お
い
て
、六
項
目
の
提
案（
胡

六
点
）
を
行
い
、「
一
つ
の
中
国
」
原
則
の
遵
守
を
は
じ
め
と
し
て
、
経
済
協

力
の
拡
大
や
実
務
協
議
の
推
進
、
人
的
往
来
の
強
化
と
多
分
野
に
お
け
る
交
流

の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
敵
対
状
態
の
終
結
と
平
和
協
定
の
締
結
等
を
呼
び
掛
け

た
。
こ
の
な
か
で
、
胡
錦
涛
は
重
ね
て
「
わ
れ
わ
れ
は
『
一
つ
の
中
国
』
の
原

則
を
基
礎
に
、
協
議
に
よ
っ
て
両
岸
の
敵
対
状
態
を
正
式
に
終
わ
ら
せ
、
和
平

合
意
を
目
指
し
、
両
岸
関
係
の
平
和
的
発
展
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
に
呼

び
掛
け
る
」
と
謳
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年
三
月
五
日
の
第
一
一
期
全
国

人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
に
お
け
る
温
家
宝
の
政
治
活
動
報
告
の
な
か
に
お

い
て
も
「
両
岸
の
政
治
、
軍
事
問
題
を
検
討
し
て
、
敵
対
状
態
の
終
了
と
和
平

の
合
意
の
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
し
て
平
和
協
定
の

締
結
に
関
し
て
改
め
て
言
及
が
な
さ
れ
た
⑱

。

中
国
と
台
湾
の
間
の
平
和
協
定
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な

い
⑲

。
だ
が
、
平
和
協
定
の
締
結
そ
の
も
の
に
つ
い
て
国
際
社
会
の
支
持
を
得
る

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
近
い
将
来
、
中
国
は

両
岸
交
流
の
拡
大
と
国
際
社
会
の
支
持
を
足
掛
か
り
に
、
平
和
協
定
を
め
ぐ
る

協
議
を
皮
切
り
と
し
て
、
統
一
へ
向
け
た
政
治
協
議
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
可

能
性
が
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
。
平
和
協
定
に
対
す
る
台
湾
側
の
姿
勢
に
つ
い

て
言
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
五
月
の
馬
総
統
の
就
任
演
説
が
示
す
よ
う
に
、
同
協

定
の
締
結
自
体
に
は
賛
成
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
だ
が
、
平
和
協
定
の
実
現

に
は
政
治
協
議
が
必
然
的
に
伴
う
の
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
海
峡
交

流
基
金
会
理
事
長
の
江
丙
坤
は
東
京
都
内
に
お
け
る
記
者
会
見
の
な
か
で
「（
現

在
の
両
岸
対
話
は
）
台
湾
の
主
権
問
題
を
棚
上
げ
し
た
状
態
で
行
っ
て
お
り
、

政
治
問
題
を
話
し
合
う
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」
と
述
べ
た
⑳

。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
九
年
四
月
、
馬
英
九
総
統
は
日
本
の
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か

で
「
現
在
の
と
こ
ろ
は
平
和
協
定
に
は
着
手
し
な
い
が
、
時
機
が
来
た
ら
我
々

の
主
張
を
打
ち
出
す
」
と
い
う
趣
旨
の
見
解
を
示
す
と
と
も
に
、
胡
錦
涛
主
席

と
の
会
談
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
「
中
国
と
台
湾
の
関
係
の
発
展
が
、
台
湾
の

人
々
に
と
っ
て
有
利
に
な
れ
ば
、
平
和
協
定
を
結
ぶ
正
当
性
が
出
て
き
て
人
々

の
支
持
を
得
ら
れ
る
。
だ
が
時
機
は
ま
だ
早
い
」
と
明
言
し
た
�

。

現
在
の
と
こ
ろ
、台
湾
住
民
の
大
部
分
は
、台
湾
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
「
現

状
維
持
」
を
望
ん
で
い
る
。
行
政
院
大
陸
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
近
年
の

中
国
と
台
湾
の
接
近
と
は
う
ら
は
ら
に
、
台
湾
の
「
現
状
維
持
」
を
望
む
住
民

が
年
々
増
え
る
一
方
で
、
中
国
と
の
統
一
を
希
望
す
る
住
民
は
む
し
ろ
減
少
傾

向
に
あ
る
�

。
こ
れ
は
「
三
通
」
の
解
禁
を
は
じ
め
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
や
平

和
協
定
の
実
現
の
た
め
の
模
索
等
の
両
岸
交
流
の
機
会
が
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、
台
湾
の
人
心
は
必
ず
し
も
中
国
大
陸
の
方
向
を
向
い
て
い
な
い
こ
と
を

顕
著
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
は
海
峡
両
岸
関
係
協
会

の
張
銘
清
・
副
会
長
が
学
術
交
流
の
目
的
で
台
南
を
訪
問
し
た
際
、
地
元
の
民

進
党
市
議
が
率
い
る
集
団
か
ら
暴
行
を
受
け
、
急
遽
帰
国
す
る
と
い
う
事
件
が

起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
一
一
月
に
台
北
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
陳
江
会
談

に
お
い
て
は
、
台
北
市
中
心
街
の
会
場
周
辺
で
会
談
開
催
の
反
対
者
に
よ
る
大

規
模
な
抗
議
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
示
す
よ
う
に
、
両
岸
関
係

の
進
展
に
対
す
る
台
湾
に
お
け
る
一
部
の
民
進
党
支
持
者
層
の
反
発
は
依
然
と

し
て
根
強
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
台
湾
側
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
馬
英
九
政
権
が
「
現
状
維
持
」

と
い
う
方
針
の
変
更
を
行
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
は
中
国
側
も

あ
る
程
度
予
想
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
「（
馬
英
九
は
）
両
岸
交
渉

を
再
開
し
、
敵
対
状
態
を
終
結
さ
せ
、
平
和
協
定
を
結
ぶ
な
ど
と
繰
り
返
し
宣

伝
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
選
挙
文
句
で
は
あ
る
が
、
本
心
で
も
あ
り
、
両
岸
関

係
が
劇
的
に
変
化
し
て
、
新
た
な
局
面
が
表
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

両
岸
が
直
ち
に
統
一
す
る
こ
と
は
な
い
と
見
る
必
要
が
あ
る
…
（
中
略
）
…
台
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①	「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
台
湾
同
胞
書
」『
人
民
日
報
』
海
外
版
、
一
九
七
九
年
一
月
一
日
。

②	「
江
沢
民
在
新
春
茶
話
会
上
発
表
重
要
講
話
―
―
提
出
八
項
目
看
法
主
張
推
進
祖
国
和
平
統
一
」『
人

民
日
報
』
海
外
版
、
一
九
九
五
年
一
月
三
一
日
。

③
総
統
府
発
言
人
室
『
中
華
民
国
李
登
輝
総
統
国
家
統
一
委
員
会
講
話
』
一
九
九
五
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台
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。
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〇
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⑮
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〇
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台
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〇
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�
胡
錦
涛
政
権
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対
台
湾
ミ
サ
イ
ル
撤
去
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
論
説
と
し
て
、
江

迅
「
胡
錦
涛
擬
撤
対
台
導
弾
内
情
」『
亜
洲
週
刊
』
第
二
期
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
一
日
、
第
二
三
巻

第
二
期
、
一
二
～
一
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
八
年
五
月
下
旬
の
呉
伯
雄
・
国
民
党
主
席

の
訪
中
の
際
に
中
国
側
が
対
台
湾
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
削
減
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ

と
が
台
湾
に
お
い
て
報
じ
ら
れ
た
。「
呉
伯
雄
―
―
中
国
應
大
幅
減
少
飛
弾
展
示
善
意
」『
中
国
時
報
』

二
〇
〇
八
年
六
月
二
日
。

�
陳
群
「
和
平
発
展
也
須

緊
拳
頭
」『
大
公
報
』
二
〇
〇
九
年
七
月
八
日
。

湾
に
は
独
立
勢
力
が
依
然
と
し
て
存
在
し
、台
湾
独
立
思
想
の
毒
が
回
っ
た
『
深

緑
』
の
大
衆
が
依
然
と
し
て
存
在
し
、
両
岸
関
係
の
改
善
を
妨
げ
る
抵
抗
勢
力

が
依
然
と
し
て
相
当
数
い
る
こ
と
か
ら
決
し
て
甘
く
見
て
は
な
ら
な
い
。
た
と

え
馬
英
九
が
政
権
の
座
に
つ
い
て
も
、
両
岸
が
直
ち
に
統
一
す
る
こ
と
は
な
い

と
見
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
中
国
側
の
論
説
も
見
ら
れ
る
�

。
さ
ら
に
、
台

湾
海
峡
の
「
現
状
維
持
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
馬
英
九
の
両
岸
政
策
の
基
本

の
『
統
一
せ
ず
、独
立
せ
ず
、武
力
行
使
せ
ず
』
と
い
う
主
張
は
、あ
る
種
の

0

0

0

0

『0

現0

状
維
持

0

0

0

』0

の
主
張
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

…
（
中
略
）
…
だ
が
、『
現
状
維
持
』
と
は
相
対
的
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

」（
傍
点
筆
者
付
記
）
と
し
た
上
で
「
政
治
の
現
状
維
持
を
は
か
る

た
め
の
主
要
な
方
法
は
両
岸
の
和
平
協
定
の
締
結
で
あ
る
」
と
い
う
中
国
側
独

自
の
論
理
の
飛
躍
が
見
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
�

。
こ
れ
は
両
岸
対
話
の
方
向

性
を
見
極
め
る
た
め
に
、
言
わ
ば
「
観
測
気
球
」
的
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
見

る
べ
き
で
あ
る
が
、「
現
状
維
持
」
に
つ
い
て
中
国
側
が
独
自
の
解
釈
を
見
せ
初

め
て
い
る
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
今
後
、
政
治
協
議
を
躊
躇

す
る
台
湾
に
対
し
て
、「
国
際
空
間
」
の
拡
大
の
限
定
的
容
認
や
ミ
サ
イ
ル
削
減

の
可
能
性
�

、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
に
お
け
る
台
湾
優
遇
措
置
等
の
様
々
な
形
で
の
譲
歩

を
示
し
た
上
で
、
中
国
側
が
平
和
協
定
の
実
現
を
目
指
し
て
、
統
一
交
渉
へ
持

ち
込
む
た
め
に
さ
ら
な
る
攻
勢
を
掛
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

中
国
と
台
湾
の
対
話
再
開
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
よ
う
な
一
触
即
発
の
軍
事

衝
突
と
い
っ
た
危
険
性
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
最
近
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
の
動
乱
に
対
し
て
「
平
和
的
発
展
に
お
い
て
も
拳
を
堅
く
握
り
し
め
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
�

と
い
う
言
葉
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
家
分

裂
の
動
き
に
対
し
て
は
強
い
態
度
で
臨
む
と
い
う
中
国
政
府
の
姿
勢
は
依
然
と

し
て
不
変
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
中
国
と
台
湾
の
対
話
再
開
に
よ
る

華
々
し
い
友
好
演
出
の
裏
で
、
中
国
の
台
湾
に
対
す
る
統
一
攻
勢
は
む
し
ろ
強

ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
ま
つ
も
と　
は
る
か
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
東
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）




